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 マオリの民族芸能であるカパハカは、伝統的な

ものである一方毎年のように新しく作られては

消えている。本発表では芸能の歴史と現在の活動

実践を報告し、かれらが現代社会の中で民族芸能

を実践する意義を提示する。 

 

問題意識 

 芸能や儀礼、祭りなどでは、その担い手となる

人々によって伝統が引き継がれている。たとえば

八尾のおわら節のような民謡などの地域の伝統

芸能、トルコのアレヴィーの人々によるセマーの

ような儀礼的なパフォーマンスなど、伝統的な型

があり、それが代々引き継がれている。こうした

「伝統的なるもの」は、時に始まった当初から変

わらないものと認識されていることもある。そし

て、担い手たちは、その「伝統的なるもの」を絶

やさず次世代に教えることを重要視している。一

方で、ニュージーランドの先住民であるマオリの

歌や踊りは、伝統的に引き継がれてきたものがあ

る一方で、毎年のように、歌や踊りの全国大会の

ために新しいものが作られている。マオリの歌や

踊りは文化的な意味を失いイベント化したよう

にも見えるが、踊りのグループの参加者は、文化

を守るために踊っていると述べる。では、毎年新

しく作られる歌や踊りと「伝統的なるもの」ある

いは文化的なものとは一体どのように関わって

いるのだろうか。 

 本発表では、マオリの歌や踊りに関わるグルー

プが舞台に立つまでにどのような過程を経て歌

や踊りを作り学ぶのかを明らかにする。「伝統的

なるもの」を引き継ぐわけではなく、新しいもの

を作り出し続けるカパハカは、歌や踊りそれ自体

を伝統化・固定化しないことで、むしろ現代の西

洋主流のニュージーランド社会で文化を活発に

し、文化復興・維持の文脈の中で大きなダイナミ

クスを作り出しているのである。 

 

マオリの歌や踊りの歴史 

 カパハカとは、マオリの歌や踊りを一連のプロ

グラムの形式でまとめたものを指す。カパは列や

集団、ハカは踊りを意味し、カパハカで列になっ

て踊る踊りや集団の踊りという意味になる。これ

らの踊りは、演者が歌いながら踊る。そのため、

歌にも踊りにも歌詞がある。その理由は、歌や踊

りの起源と関わっている。 

 もともと文字を持たなかったマオリにとって、

歌や踊りは歴史を後世に伝える手段の一つだっ

た。歓待儀礼や葬式などの場で演じられてきたが、

1840 年にニュージーランドが植民地化されると、

西洋人が観光に訪れるようになり、観光ショーの

見せ物として演じられるようになった。一方で、

生活が西洋化してきたため、日常生活の中で、も

ともとの文化的文脈の中で歌や踊りを演じる機

会は減ってきていた。 

 20世紀初頭、西洋化する社会の中でマオリ文化

は着実に衰退していた。マオリのエリートは、新

しい踊りの形式を作り出すことでマオリの興味

を集め、文化を維持するために歌や踊りを用いる

可能性を示した。その後、20世紀中頃には、ニュ

ージーランド各地で歌や踊りのグループが設立

した。すると、各地のグループは地域ごとに集ま

って、どこのグループの踊りがうまいかを競い合

う大会を開催するようになった。 

 1972年、そうした大会を集約する形で、全国カ

パハカ大会の第 1 回が開催された。隔年開催とな

ったこの大会は現在まで続き、第 1 回開催時には

17 だった参加グループも、直近の 2018〜2019 年

の大会では 159グループが参加するまでに成長し

た。 

 

歌や踊りのグループの実践 

 全国カパハカ大会に参加するグループは、40人

で構成される。男女それぞれ 20 人ずつである。

その中で、歌詞を作り、メロディをつけ、新しい

振り付けをつけて大会に臨む。大会では、六種類

のパフォーマンスとマオリ語が審査の対象とな

る。パフォーマンスでは、全員が乱れずに踊れて

いたか、道具を落とさなかったか、文化的に正し

い所作で踊れていたか、歌詞が適切に書かれてい

たか、歌詞に適切な振り付けをつけていたか、な

どの点で審査される。 

 カパハカグループは、このような大会に参加す

ることを目的に作られたグループである。大会の

ために、毎年新しい歌や踊りを作り、それを学び、

披露するのがこのグループが主にしていること

である。ここには、同じ踊りを伝統として引き継

いでいくのとは明らかに異なる実践が繰り広げ

られている。一方でそれは、脱文化化した芸能で

あることを意味しない。グループのメンバーは、

カパハカは文化の一つだし、文化を守るための手

立てだから参加していると語る。それは、カパハ

カが単なるパフォーマンスである以上に、西洋主

流のニュージーランド社会でマオリが集まる場

所を提供し、歴史を伝え、文化的な実践を行う機

会となっていたからであった。 

 


